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NYマーケットレポート（2015年 8月 18日) 
NY 市場では、序盤に発表された米住宅着工件数が市場予想を上回り、2007 年 10 月以来 7 年 9 ヵ月ぶりの高水準となったことを受けて、

ドルは主要通貨に対して上昇する動きとなった。しかし、着工件数の先行指標となる許可件数が前回から大きく減少したことや、欧米の株価

が軟調な動きとなったこともあり、やや上値は限定的となった。その後は、FOMC の議事録公開を翌日に控えて様子見ムードも強まっており、

ドル円・クロス円は終盤まで小動きの展開が続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 124.28  ユーロ/円 137.45  ユーロ/ドル 1.1060 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6520.40 -29.90 ダウ 
先物ミニ 17452 -52  

 

仏 CAC40 4965.21 -19.62 S&P 
500 ミニ 2094.50 -4.75  

 

独 DAX 10914.07 -26.26 NASDAQ 
100 ミニ 4551.00 -13.75  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7月ポーランド雇用（前月比） 0.1％（予想 0.0%・前回 0.0%） 

 

7月ポーランド雇用（前年比） 0.9％（予想 0.9%・前回 0.9%） 

 

7月ポーランド平均賃金（前年比） 3.3％（予想 3.5%・前回 2.5%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7月米住宅着工件数 120.6万件（予想 118.0万件・前回 120.4万件） 

前回発表の117.4万件から120.4万件に修正 

 

7月米住宅着工件数（前月比） 0.2％（予想 0.5%・前回 12.3%） 

前回発表の9.8％から12.3％に修正 

 

7月米建設許可件数 111.9万件（予想 122.8万件・前回 133.7万件） 

前回発表の134.3万件から133.7万件に修正 

 

7月米建設許可件数（前月比） -16.3％（予想 -8.2%・前回 7.0%） 

前回発表の7.4％から7.0％に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪米住宅着工・許可件数≫ 

          7月・・ 6月・・ 5月・・ 4月・・  3月・・2月 

住宅着工件数・・・120.6・・120.4・・107.2・・119.0・・95.4・・90.0 

一戸建て住宅・・・ 78.2・・ 69.3・・ 69.7・・ 73.5・・62.3・・60.0 

集合住宅・・・・・ 42.4・・ 51.1・・ 37.5・・ 45.5・・33.1・・30.0 

 

許可件数・・・・・111.9・・133.7・・125.0・・114.0・・103.8・・109.8 

一戸建て住宅・・・ 67.9・・ 69.2・・ 68.1・・ 66.6・・ 64.2・・ 62.6 

集合住宅・・・・・ 44.0・・ 64.5・・ 56.9・・ 47.4・・ 39.6・・ 47.2 

 

前月比（％） 

住宅着工・・・・・  0.2・・12.3・・-9.9・・ 24.7・・ 6.0・・-16.7 

住宅建設許可・・・-16.3・・ 7.0・・  9.6・・ 9.8・・-5.5・・  3.7 
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(出所：ネットダニア) 

 

 

22：38 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17526.17 -19.01 

ナスダック 5081.57 -10.13 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、上海市場の株価が大幅安となったため、中国経済の先行きを警戒した売りが出る一方で、7月の

米住宅着工件数が堅調だったことを好感した買いも入り、序盤は売り買い交錯するもみ合いの展開が続いている。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

7月の米住宅着工件数は、年率換算で前月比+0.2％の 120.6万件と2ヵ月連続で増加し、4ヵ月連続で堅調さの目安

とされる 100万件を上回った。前年同月比では+10.1％。なお、6月の結果は 117.4万件から120.4万件に上方修正

された。集合住宅がマイナスとなる一方で、主力の一戸建て住宅が伸びたことが全体を押し上げた。 

 

①一戸建て住宅は、前月比+12.8％の 78.2万件、それ以外の集合 住宅は-17.0％の 42.4万件。 

 

②地域別では、最大市場の南部が+7.7％、中西部が+20.1、北東部は-27.5％、西部は-3.1％となった。   

 

③着工件数の先行指標となる建設許可件数は、前月比-16.3％の111.9万件となり、市場予想の 123.2万件を下回る

結果となった。前年同月比では+7.5％。 



                     
 

6 
 

 

④住宅市場は、新築販売の動きに鈍さもみられるものの、大きな割合を占める中古販売が好調。在庫水準の低さが

販売を抑制している面も指摘されており、着工の伸びが今後の一段の販売増につながることが期待されている。  

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6526.29 -24.01 
仏 CAC40 4971.25 -13.58 
独 DAX 10915.92 -24.41 

ストック欧州 600 指数 388.13 +0.87 
ユーロファースト 300 指数 1535.46 +3.42 
スペイン IBEX35 指数 10897.90 -2.40 

イタリア FTSE MIB 指数 23389.72 -18.27 
南ア アフリカ全株指数 50977.03 +225.93 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、上海株の大幅下落で中国経済の先行き警戒感が強まったことを受けて、主要株価は軟調な動きと

なった。特に、中国での需要減少が懸念され、資源株を中心に売りが勢となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17527.64（-17.47）、S&P500 2097.54（-4.90） ナスダック 5075.59（-16.11） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、7月の米住宅着工件数が市場予想を上回り、7年 9ヵ月ぶりの高水準となったこと

をきっかけに、一旦利益を確定する売りが先行した。また、米 FRBによる年内の利上げも意識されたことも相場を

圧迫した。 

 



                     
 

7 
 

午前の利回りは、30年債が2.83％（前日 2.82％）、10年債が 2.18％（2.17％）、7年債が 1.93％（1.92％）、5

年債が 1.58％（1.57％）、3年債が 1.06％（1.06％）、2年債が 0.72％（0.71％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①トルコ中銀は、1週間物レポレートを7.50％に、翌日物借入金利を7.25％に、翌日物貸出金利を10.75％にそれ

ぞれ据え置いた。中銀は声明で、国内外市場の不確実性やエネルギー・食品価格の不安定さを挙げて、インフレ懸

念が著しく後退するまでは慎重な政策スタンスを維持すると表明した。また、政局不安から通貨リラの安値更新が

続いていることから慎重姿勢は維持した。 

 

②ダウトオール・トルコ首相は、与党・公正発展党（AKP）が野党各党と進めてきた連立協議がいずれも不調に終わ

ったことを受け、エルドアン大統領に組閣権限を返上する意向だという。首相が23日の期限までに組閣できなけれ

ば、大統領は暫定内閣を解散し、「選挙管理内閣」の樹立を求めることが可能となる。その場合、主要4政党で政

権を分担したうえ、秋に再選挙が実施されることになる。 

 

 

3：40 

NY金は、中心限月が前日比 1.50ドル安の 1オンス＝1116.90ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY原油は、中心限月が前日比 0.75ドル高の1バレル＝42.62ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1116.90 -1.50 

NY 原油 42.62 +0.75 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、7月の米住宅着工件数が市場予想を上回り、ドルがユーロなどに対して上昇しことを受けて、ドルの代替

資産とされる金を売る動きが優勢となった。米 FRBが近く利上げを開始するとの警戒感が強まったことも売りを誘

った。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、最近の相場下落を受けて値頃感から、買い戻しが優勢となった。また、19日に発表される米石油在庫

統計で原油在庫の減少が予想されていることも支援要因となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17511.34 -33.84 17568.40 17486.42 

S&P500 種 2096.92 -5.52 2103.47 2094.14 

ナスダック 5059.35 -32.35 5085.14 5054.97 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、上海市場の株価が大幅安となったため、中国経済の先行きを警戒した売りが出る一方、7月の米住宅

着工件数が堅調だったことを好感した買いも入り、序盤は売り買い交錯するもみ合いの展開が続いた。また、FOMC

の議事録公開を控えて様子見ムードも強まり、終盤までやや限定的な動きが続いた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 124.38  124.47  124.22  
EUR/JPY 137.22  137.50  137.06  
GBP/JPY 194.80  195.26  194.59  
AUD/JPY 91.33  91.34  91.09  
NZD/JPY 81.95  82.10  81.60  
EUR/USD 1.1034  1.1066  1.1018  
AUD/USD 0.7343  0.7345  0.7320  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米住宅関連の経済指標が予想を上回る結果となったことから、ドルが主要通貨

に対して堅調な動きとなった。しかし、FOMCの議事録公開を控えて様子見ムードも強まり、その後の動きが限定的

となった。また、アジアや欧米の株価下落を受けて、資源国通貨を中心に対円などで上値の重い動きが続いた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 
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